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議
院
議
員
篠
原
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提
出
「
旧
テ
ロ
特
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法
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位
置
付
け
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関
す
る
質
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対
し
、
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紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
篠
原
�
君
提
出
「
旧
テ
ロ
特
措
法
」
の
位
置
付
け
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
発
生
し
た

テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
攻
撃
等
に
対
応
し
て
行
わ
れ
る
国
際
連
合
憲
章
の
目
的
達
成
の
た
め
の
諸
外
国
の
活
動
に
対
し
て
我
が

国
が
実
施
す
る
措
置
及
び
関
連
す
る
国
際
連
合
決
議
等
に
基
づ
く
人
道
的
措
置
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律

第
百
十
三
号
）
は
、
平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
に
米
国
に
お
い
て
発
生
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
攻
撃
が
国
際
連
合
安
全
保

障
理
事
会
決
議
第
千
三
百
六
十
八
号
に
お
い
て
国
際
の
平
和
及
び
安
全
に
対
す
る
脅
威
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
あ

わ
せ
て
、
同
理
事
会
決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
、
第
千
二
百
六
十
九
号
、
第
千
三
百
三
十
三
号
そ
の
他
の
同
理
事
会
決
議
が
、

国
際
的
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
行
為
を
非
難
し
、
国
際
連
合
の
全
て
の
加
盟
国
に
対
し
そ
の
防
止
等
の
た
め
に
適
切
な
措
置
を
と

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
我
が
国
が
国
際
的
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及
び
根
絶
の
た
め
の
国
際
社
会
の
取
組
に

積
極
的
か
つ
主
体
的
に
寄
与
す
る
観
点
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
我
が
国
は
、
御
指
摘
の
「
不
朽
の
自

由
」
作
戦
下
の
米
国
等
の
活
動
が
同
法
第
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
「
テ
ロ
攻
撃
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
脅
威
の
除

去
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
国
際
連
合
憲
章
の
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
そ
の
他
の
外
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ

一



れ
に
類
す
る
組
織
・
・
・
の
活
動
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
対
し
て
同
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
協
力
支
援
活
動
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二


